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　白山の自然植生は，年間３万人を数える登山者によってさまざまな影響をうけ，自然破壊が急漣に

進んでいる。そこに自然保護の対策を強力におしすすめるための基礎資料を必要としている。

　ハクサンオオバコは白山を南限とする高山湿原生の植物であって，白山では南竜ケ馬場に生育して

いる。山田（1975）らは白山南竜ケ馬場と立山五色原においてハクサンオオバコの個体数を調査して，

個体数，出現種数ともに白山が多いことを報告している。

　われわれは，オオバコ（Plantago asiatica）が踏圧に強く，人為的影響の強い箇所に出現するところ

から同属のハクサンオオバコについて，自然植生に対する人為的影響を調査することにし,1976年７

月28日にこれを実施した。

調査地および方法

　本調査は南竜ケ馬場の宿舎および周辺の登山道に沿ったハクサンオオバコが優占または準優占する

群落を選んだ。調査地点には，野営地で２か所，宿舎から野営地までの登山道沿いの傾斜地で２か所，

南竜ケ馬場西に広がる湿原で２か所，展望歩道沿いで２か所，宿舎周辺の道路端で１か所の計９か所

を選んだ。（Fig.1）

　以上の調査地点はいずれも登山道に近接しており比較的人が立ち入り易い場所である。

　ハクサンオオバコが優占または準優占する群落内に50×50cmの方形区を置き，群落の組成を記録

した。測度はBraun-Blanquetによる総合被度測定法を用いた。

　また，方形区の中に生育するハクサンオオバコの花穂数および草高（最大のもの10個体の平均値）

を測定した。

調査結果および考察

　調査の結果を群落の組成はTable 1 に，花穂数と草高の関係をFig. 2にそれぞれ示した。

　南竜ケ馬場におけるハクサンオオバコ群落はTable 1 により，ショウジョウスゲーイワイチョウ群

集に属することがわかる。この群落は典型的な群集標徴種または識別種を含む部分とハクサンコザク

ラ，ミヤマリンドウ，ミヤマウイキョウを区分種とする小群落に２分され，さらに典型的な群集部分

が水湿化により退行した形の小群落の計３つの小群落に分けることができる。
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　ここでハクサンコザクラ，ミヤマリンドウ，ミヤマウイキョウをもつ小群落をＡ小群落とし，ショ

ウジョウスゲーイワイチョウ群集の典型部をＢ小群落とし，退行部をＣ小群落と呼ぶことにする。

　Ａ小群落はショウジョウスゲーイワイチョウ群集の標徴種が最もよく残されており，ハクサンコザ

クラ，ミヤマリンドウ，ミヤマウイキョウを区分種とする群落で. 1調査区あたりのハクサンオオバ

コの花穂数は約200～300,草高は約３～5 cmである。

　Ｂ小群落はＡ小群落のハクサンコザクラ，ミヤマリンドウ，ミヤマウイキョウなどの種を欠落する

小群落で，ハクサンオオバコの花穂数は約50～60,草高は約8 ～12cmである。Ａ小群落より花穂数

はかなり少なくなっているが草高は高くなっている。

　Ｃ小群落は踏圧による撹乱が加わったかまたは地下水位が高くなったために典型群集部が退行した

小群落で野営場内や湿原中に見られるものである。ハクサンオオバコの花穂数は約60～70,草高は約

7～10cmでＢ小群落より花穂数は多く草高は低くなっており，C小群落が特別な立地条件にあるこ

とを反映しているものと考えられる。

　本調査では，調査区数が少ないが，組成の変化や種数および花穂数の減少などから，自然植生に対
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する人為的影響がとらえられるものと思われる。

　本調査にあたって，奈良女子大学理学部学生河合洋子氏の協力を得た。ここに記して厚く御礼申し

上げる。
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Summary

Plantago hakusanensis community at the alpine-zone on Mt. Hakusan having been

influenced by the human impact, we can find sub-communities lacking Primura cunei-

folia subsp. hakusanensis, Gentiana nipponica, Carex blepharicarpa and Fauria crista-galli

as the characteristic species of Faurio-Caricetum blepharicarpae and sharply decreasing

the individual of Plantago hakusanensis as the dominant of this community.
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